
児童生徒１人１台端末整備の対応について 

 

1. 国庫補助の概要 

国のＧＩＧＡスクール構想は①１人１台端末となることで多様な子どもたち一人ひとりに個別

最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育 ICT 環境を実現する。②これまでの国の教

育実践と最先端の ICT のベストミックスを図り、児童生徒の力を最大限に引き出す。という２点

を目的としている。 

このような中、国は令和元年度補正予算において、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向け、児童

生徒１人１台端末の整備を目的として 2,318 億円を計上した。さらに、コロナウイルスの感染拡

大に伴い作成された文部科学省の令和 2年度補正予算案にて、「１人１台端末」の早期実現として

追加で 1,951 億円を計上した。この補正予算では災害や感染症の発生等による学校の臨時休業等

の緊急時においても、ICT の活用により全ての子供たちの学びを保証できる環境を早急に実現す

ることが各自治体に求められている。 

活用方法としては個別に検索サイトを活用し、調べ学習を行うことや、文章作成ソフトやプレ

ゼンソフトを利用し、一人ひとりが自分の考えをまとめ、みんなと共有すること。一人ひとりの

学習状況に応じてデジタル教材を活用した個別学習を行うことでよりきめ細やかな対応ができる、

等を想定している。 

 

2. 立川市の現状 

平成 27 年度に中学校の生徒用タブレット端末を 425 台（５年リース 177,689,712 円）、平成 28

年度に小学校の児童用タブレット端末を 1,022 台（５年リース 285,422,400 円）整備した。また

平成 30 年度に特別支援学級（まつのみ学級）用の児童用タブレットを 10台導入し、現在、児童

生徒用タブレットは合計 1,457 台（５年リース 463,112,112 円）整備している。4月 7日現在の

立川市の児童生徒数は 12,288 人、整備率は児童生徒の 1/8 台分（11.86％）となっている。 

このように、各校 1クラス分以上の学習用タブレット端末を整備しているが、一人ひとりの調

べ学習や意見共有、個別学習を複数の学年・クラスで同時に行うには端末台数が足りていない状

況である。さらに、今回の新型コロナウィルスの感染拡大防止に伴う休校等、登校して授業を受

けられない場合の家庭での学習をサポートするためにも、児童生徒１人１台端末を実現していく

必要がある。 

 

※国庫補助では端末１台あたり 45,000 円（定額）の補助としているが、児童生徒数の 1/3 までは

既に地方財政措置がとられているため、残りの 2/3 の台数の整備が対象となる。本市は現在、児

童生徒の 1/8（約 1,457 台）しか整備されていないため、約 2,669 台（12,379 人×1/3 -1,457 台）

は立川市の単費で整備する必要がある。 

 

3. 期待できる学習成果 

 通常の授業において、児童・生徒一人一人の学習の定着やつまずきのポイントは様々であり、

机間指導による個別対応を行っているが、タブレットを活用することで、児童・生徒自ら、主体

的に補充・発展の学習に取り組む機会を得ることができ、個に応じた支援体制を整えることがで
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きる。また、調べ学習等においても、個々のペースに応じて進めることができるようになる。 

 夏季休業等の長期休業中も、教材の提供がスムーズになることで、学習の補充が充実し、さら

に児童・生徒の健康状態や学習の進捗状況の確認や生活指導、学習相談等にも対応できるように

なり、長期休業明けに急増する不登校対策にも効果が高いと考える。 

 また、今回のような急な臨時休業時においては、映像コンテンツや担任による動画配信などの

工夫等、より効果的な学習教材の提供がスムーズに行えるようになる。 

さらに、不登校傾向の児童・生徒が増加している中、学校以外での学びの場を提供することが

可能になる。 

１人１台端末の実現における学習成果は非常に大きいものと考える。 
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